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平
成
12
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
６
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
年
々
増
加
す
る
認
定
者
の
う
ち
、

特
に
要
支
援
や
要
介
護
１
の
軽
度
の
人

の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
軽
度
の
人
は
、
骨

折
や
転
倒
、
高
齢
に
よ
る
虚

弱
な
ど
が
原
因
で
生
活
が
不

活
発
に
な
り
、
心
身
の
機
能

が
衰
え
て
介
護
が
必
要
と
な

っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
　＊
廃
用
症
候
群

（
生
活
不
活
発
病
）
を
対
象
と

し
た
予
防
対
策
を
早
急
に
行

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。

日
常
生
活
を
元
気
で
過
ご

す
た
め
に
、
支
援
や
介
護
が

必
要
な
人
に
も
そ
う
で
な
い

人
に
も
、
生
活
機
能
の
低
下
が
軽
度
の

段
階
か
ら
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
よ
う
制
度
が
大
き
く
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

＊
廃
用
症
候
群

下
肢
機
能
の
低
下
、
栄
養
状
態
の
悪
化
、

閉
じ
こ
も
り
な
ど
を
原
因
と
し
て
徐
々
に
生

活
機
能
が
低
下
し
て
い
く
こ
と

◆
要
介
護
区
分
が
変
わ
り
ま
す

要
介
護
状
態
の
区
分
が
従
来
の
６
段

階
か
ら
７
段
階
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
要
介
護
１
に
該
当
し
て
い
た

人
は
、
心
身
の
状
態
に
よ
っ
て
要
支
援

２
と
要
介
護
１
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
今
ま
で
要
支
援
に
該
当
し
て
い

た
人
は
、
要
支
援
１
に
な
り
ま
す
。

◆
介
護
を
「
予
防
」
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
強
化
さ
れ
ま
す

今
回
の
改
正
で
、
従
来
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
加
え
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が

加
わ
り
ま
し
た
。

軽
度
の
要
介
護
者
や
生
活
機
能
の
低

下
し
て
い
る
虚
弱
な
高
齢
者
を
対
象
に
、

平
成
18
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
敦
賀

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

に
お
い
て
、
介
護
予
防
を
中
心
と
し
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
い
、
各
種
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
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◆
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

新
し
い
区
分
の
要
支
援
１
、
２
に
認

定
さ
れ
た
人
は
、
通
所
介
護
や
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
虚
弱
な
高
齢

者
は
市
が
実
施
す
る
介
護
予
防
教
室
で
、

介
護
予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
介
護
保
険
制
度
で
提
供

さ
れ
る
主
な
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
し
ま
す
。

●
運
動
器
の
機
能
向
上

理
学
療
法
士
な
ど
の
指
導
に
よ
り
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ

ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
有
酸
素
運
動
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い

ま
す
。

●
栄
養
改
善

管
理
栄
養
士
な
ど
が
低
栄
養
を
予
防

す
る
た
め
の
食
べ
方
や
食
事
作
り
、
食

材
購
入
方
法
の
指
導
、
情
報
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。

●
口
腔
機
能
の
向
上

歯
科
衛
生
士
や
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
、

歯
み
が
き
や
義
歯
の
手
入
れ
の
指
導
、

摂
食
・
嚥
下
え
ん
げ

機
能
を

向
上
さ
せ
る
訓
練
を

行
い
ま
す
。

介
護
予
防
は
、
元
気
な
う
ち
か
ら
生

涯
を
通
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
毎
日
の
生
活
の
中
で
継
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
室
に
参
加
し
た
日

だ
け
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
習
っ
た
こ

と
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
を
日

常
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も

簡
単
に
実
践
で
き
る
介
護
予
防
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

◆
胸
を
張
り
背
筋
を
伸
ば
し
、
手
を
大

き
く
振
っ
て
、
運
動
を
意
識
し
て
歩

き
ま
し
ょ
う
。

◆
タ
ン
パ
ク
質
に
な
る
食
品
（
肉
、
魚
、

卵
、
大
豆
食
品
な
ど
）
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
る
食
品
（
ご
は
ん
、
麺
、
パ

ン
な
ど
）
を
意
識
し
て
取
り
ま
し
ょ

う
。

◆
毎
食
後
、
歯
み
が
き
、
う
が
い
で
口

腔
内
を
清
潔
に
保

ち
ま
し
ょ
う
。

元元元元
気気気気
なななな
おおおお
年年年年
寄寄寄寄
りりりり
がががが
増増増増
ええええ
るるるる
よよよよ
うううう
にににに

資料：厚生労働省「平成13年　国民生活基礎調査」
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これからのまちづくりは市民が主役！

私たちのまち「敦賀」がより住みやすいまちになるには、地域の特性を生か
した一定のルールづくりが必要となります。
敦賀市に残る歴史や自然環境など、市民共有の財産を後世に引き継ぎ、個性

的なまちづくりを進めるため、平成１７年１２月に「敦賀市土地利用調整条例」
と「敦賀市景観条例」を制定しました。

開発事業の手続き
開発事業者と近隣住民が納得してまちづくりを行う

ために、開発事業の構想段階の届出と近隣住民への周
知のために標識の設置を義務付けました。
開発事業者に地元説明会の実

施を義務付け、住民が開発事業
者に意見を述べる機会を設け、
協議を求めることとしました。

計画的な土地利用の推進
地域ごとの建築物の用途や高さなどを決めた「土地

利用調整計画」（平成１８年４月作成予定）を定めて適
正な土地利用を進めていきます。

住民主導によるまちづくりの推進
「地区まちづくり計画」というまちづくりの仕組み

を設け、一定のまとまりのある地域を単位としたまち
づくりを住民の手で検討することができるようになり
ました。
住民主導のまちづくりの取り組みを市がバックアッ

プし、住民と行政が連携したまちづくりを進めていき
ます。

景観形成推進地区の指定
①景観形成推進地区の発案

地区の実情や特色に応じた協議会を組織し、建物
の高さや色をどうするかなどの計画を発案すること
ができます。（行政側から提案することもあります。）
②地区範囲の検討や推進計画づくり

協議会と行政が協働で地区の範囲や推進計画を考
えて、決定します。推進地区に指定されると、推進
計画に沿った景観づくりが始まります。景観づくり
に対する助成などもあります。

景観重要施設などの指定
景観づくりに重要な価値がある建物などを「景観重

要施設等」として指定することができます。これらの
建築物などは保存し、まちづくりに生かしていきます。

景観形成の協定
一定の区域内の地権者の人たちにより、建築物など

の景観形成協定を締結し、市長から認定を受けること
ができます。

現在、敦賀市は住みよいまちづくりを進め
ていく上で、様々な課題を抱えています。歴
史、文化や産業などに配慮しながら、住みよ
い環境や自然を守っていくためにこの条例が
できました。

敦賀市のまちづくりに関して施策の策定、開発事業
の手続きやまちづくりについて必要なことを定め、秩
序ある土地利用の調整と住民主体による地区の土地利
用を推進します。

市民の皆さんの積極的な参加や協力を得な
がら、市民、事業者、行政ともに力を合わせ、
敦賀市の美しい景観を守り、育てるために、
この条例ができました。

敦賀市の美しい自然景観の保全、歴史や文化に彩ら
れた港まちにふさわしい景観の創造、その他景観の形
成を定める事項を定め、住民自らが景観づくりに取り
組み、個性ある景観を推進します。

今後は、この条例に基づいた規則や要綱などの整備を行い、土地利用や景
観形成に関する事項について、調査や審議をするための「敦賀市まちづくり
審議会」を設置します。
平成１８年６月頃に正式に運用をスタートさせる予定です。

＊景観形成
良好な景観を守り、育て、つくることで、地域の

自然、歴史、文化などと人々の生活、経済活動など
との調和により形成されるもの

＊開発事業
建築物の建築や土地の造成な

どを行うこと

＊地区まちづくり計画
地区住民の合意により、計画

の実効性を段階的に確保してい
く地区に限定した計画のこと

問合せ　都市計画課　蕁２２ー８１３７
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高高
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増増
殖殖
原原
型型
炉炉
もも
んん
じじ
ゅゅ

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
は
、
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
昭
和
60
年
に
着
工
し
、

平
成
６
年
４
月
５
日
に
初
臨
界
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
７
年
12
月
８
日
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
事
故

発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
故
を
受
け
て
、
平
成
７
年
12
月
９
日
に
河
瀬
市
長
が

も
ん
じ
ゅ
に
立
ち
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
月
11
日
に

は
、
浦
野
科
学
技
術
庁
長
官
（
当
時
）
に
申
入
書
を
提
出

し
、
事
故
の
原
因
究
明
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

ま
た
市
議
会
で
も
12
月
定
例
会
に
「
高
速
増
殖
原
型
炉

『
も
ん
じ
ゅ
』
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
に
関
す
る
意
見

書
」
が
可
決
さ
れ
、
政
府
関
係
機
関
へ
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

も
ん
じ
ゅ
事
故
後

平
成
12
年
12
月
８
日
に
旧
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構

（
現
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
ナ

ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
対
策
等
に
係
る
改
造
工
事
の
事
前
了
解

願
い
に
つ
い
て
、
平
成
13
年
６
月
５
日
、
敦
賀
市
は
福
井

県
と
と
も
に
国
の
安
全
審
査
入
り
を
了
承
し
ま
し
た
。

ま
た
、
福
井
県
は
も
ん
じ
ゅ
安
全
性
調
査
検
討
専
門
委

員
会
を
設
置
し
、
工
事
計
画
を
含
む
も
ん
じ
ゅ
全
体
の
安

全
性
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、
当
市
も
事
務
局
と
し
て

委
員
会
に
参
画
し
ま
し
た
。

「
安
全
」
を
求
め
て
い
く
た
め
に

国
の
安
全
審
査
結
果
や
も
ん
じ
ゅ
安
全
性
調
査
検
討
専

門
委
員
会
の
審
議
結
果
、
市
議
会
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
総
合
的
に
判
断
し
、
平
成
17
年
２
月
７
日
、
運
転
再
開

と
は
切
り
離
し
た
上
で
、
も
ん
じ
ゅ
の
改
造
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
を
了
解
し
ま
し
た
。

了
解
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構

（
現
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
に
対
し
、
安
全
確
保

を
最
優
先
に
工
事
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
、
積
極
的
な

情
報
公
開
に
さ
ら
に
努
力
す
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
ま
し

た
。

改
造
工
事
に
関
す
る
事
前
了
解

事
故
が
起
き
た
後
に
実
施
さ
れ
た
旧
動

力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
（
現
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
）、
旧
科
学
技
術
庁

（
現
文
部
科
学
省
）、
原
子
力
安
全
委
員
会

に
よ
る
事
故
の
原
因
調
査
、
安
全
性
総
点

検
の
中
で
原
因
が
究
明
さ
れ
、
対
策
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
対
策
に
基
づ
き
、

現
在
、
改
造
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

改
造
工
事
は
、
主
に
３
つ
の
工
事
を
行

い
ま
す
。

①
温
度
計
の
交
換

平
成
７
年
の
事
故
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

流
れ
で
配
管
内
の
温
度
計
が
振
動
し
折
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
温
度
計
の
付
け
根
の

部
分
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
漏
え
い
し
て
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
工
事
で
、
折
れ
に
く
い
形
状
の

改
良
型
温
度
計
に
交
換
し
ま
す
。

②
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

漏
え
い
し
た
と
き
の
対
策

何
ら
か
の
原
因
で
配
管
か
ら
ナ
ト
リ
ウ

ム
が
漏
え
い
し
た
と
き
、
２
次
冷
却
系
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
早
期
に
抜
き
取
り
、
漏
え

い
量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
、

抜
き
取
り
用
の
配
管
を
太
く
す
る
と
と
も

に
、
弁
の
数
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
漏
え

い
の
早
期
発
見
の
た
め
に
漏
え
い
検
出
装

置
や
監
視
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
し
ま

す
。

③
水
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

反
応
し
た
と
き
の
対
策

蒸
気
発
生
器
の
伝
熱
管
が
破
損
し
、
内

部
の
水
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
中
に
漏
れ
た
と
き

は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
水
が
激
し
く
反
応
し

ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
蒸
気
発
生
器
中
の

水
を
早
く
抜
き
取
り
、
反
応
を
早
く
終
わ

ら
せ
る
た
め
、
水
を
抜
き
取
る
弁
を
増
や

し
ま
す
。
ま
た
、
水
漏
れ
を
早
く
発
見
す

る
た
め
の
検
出
器
を
増
や
し
ま
す
。

改
造
工
事
の
概
要

去
る
平
成
18
年
1
月
23
日
に
、
市
長
の

諮
問
機
関
で
あ
る
敦
賀
市
原
子
力
発
電
所

懇
談
会
が
も
ん
じ
ゅ
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
か
ら
、
現

在
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
の

現
場
や
、
改
造
工
事
の
状
況
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
敦
賀
市
と
福
井
県
は
、
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
と
の
間
で
締
結
し
て
い

る
安
全
協
定
に
基
づ
き
、
改
造
工
事
の
進

捗
状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
る
と
と
も

に
、
も
ん
じ
ゅ
の
労
働
安
全
対
策
に
関
す

る
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
立
ち

入
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
改
造
工
事
の
段
階
に
応
じ
て

進
捗
状
況
の
調
査
や
現
場
の
視
察
な
ど
を

行
い
、
改
造
工
事
が
確
実
に
進
め
ら
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

当
市
は
原
子
力
発
電
所
と
共
存
共
栄

し
、
原
子
力
発
電
所
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り

住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
当
市
は
、
福
井
県
と
と
も
に

原
子
力
発
電
所
の
運
転
管
理
状
況
の
監
視

や
指
導
を
行
い
、
事
業
者
に
対
し
常
に
安

全
を
最
優
先
に
業
務
を
行
う
よ
う
求
め
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
立
地
市

町
村
の
代
表
と
し
て
、
国
の
さ
ま
ざ
ま
な

会
議
で
も
、
安
全
・
安
心
確
保
を
最
優
先

に
取
り
組
む
よ
う
、
常
々
発
言
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
国
に
対
し
て
も
言
う
べ
き

こ
と
は
し
っ
か
り
と
伝
え
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
て
、
よ
り
一
層
の
安
全
・
安
心
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

敦
賀
市
の
今
後
の
対
応

敦賀市原子力発電所懇談会委員の視察風景

岸本敦賀本部長（当時）
に事前了解を伝える

もんじゅ安全性調査検討
専門委員会の模様

浦野科学技術庁長官（当時）
に申入書を提出原子力安全対策課による立ち入り調査の風景

問合せ　原子力安全対策課　蕁２２ー８１１３

平
成
17
年
９
月
１
日
か
ら
も
ん
じ
ゅ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
対
策
等
に
係
る
改
造
工

事
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
主
な
工
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
花
換
ま
つ
り
」
が
、
桜
の
名
所

金
崎
宮
で
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
花
換
ま
つ
り
は
伝
統
的
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
祭
り
で

す
。
桜
の
小
道
を
歩
き
な
が
ら
、「
花
換
え
ま
し
ょ
う
」
と
男
女

が
お
互
い
声
を
掛
け
合
い
、
桜
の
小
枝
を
交
換
し
て
思
い
を
伝

え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
恋
の
成
就
祈
願
祭
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
、
土
日
に
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
も
開
催
し
ま
す
。

※※
抽
選
券
は
、
当
日
「
桜
の
小
枝
」
を
「
福
娘
」
と
交
換
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
お
渡
し
し
ま
す
。

※※
期
間
中
は
毎
日
18
時
か
ら
22
時
ま
で
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

蕁

譖 蕁

花花換換ままつつりり花花換換ままつつりり「「「「恋恋のの成成就就祈祈願願祭祭恋恋のの成成就就祈祈願願祭祭」」」」

と　　き

参加資格
募集人数
応募方法

（FAX可）

応募締切
そ の 他　

問合せ・申込先

問合せ　文化課　蕁２２ー８１５３

阿
弥
陀
堂

あ

み

だ

ど

う

は
、
１
５
９
３
年
（
文
禄
ぶ
ん
ろ
く

２
）、
戦
国
大
名
・
朝
倉
氏
の
城
下
町
・

一
乗
谷
か
ら
移
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
１
７
４
７
年
（
延
享

え
ん
き
ょ
う

４
）
の
棟
札
む
な
ふ
だ

に
は
「
文
禄
二
年
に
阿
弥
陀
堂
を
建
て
、

延
享
四
年
の
大
修
理
の
際
に
板
葺
の
屋

根
に
瓦
を
重
ね
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
阿
弥
陀
堂
は
、
初
め
は
三
門
さ
ん
も
ん

か
ら
向
か
っ
て
正
面
の
、
今
の
御
影
堂

み

え

ど

う

の
位
置
に
あ
り
ま
し
た
が
、
１
８
１
１

年
（
文
化

ぶ
ん
か

８
）
の
御
影
堂
建
設
の
際
、

現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
が
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
は
た
し
て
こ
の
お
堂
は
、

本
当
に
一
乗
谷
に
あ
っ
た
お
堂
な
の
か
、

そ
も
そ
も
い
つ
頃
の
建
物
で
、
な
ぜ
西

福
寺
へ
移
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
西
福
寺

へ
来
て
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
は
・
・
・
。

修
理
工
事
の
始
ま
り
は
、
こ
れ
ら
多
く

の
謎
を
解
明
す
る
た
め
の
調
査
の
始
ま

り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
新
た
な
事
実
が
判
明

し
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
以
上
に
複

雑
な
変
遷
を
経
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま

し
た
。

こ
こ
で
阿
弥
陀
堂
の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
室
町
時
代
の
終
り
頃

文
禄
２
年
に
西
福
寺
に
移
築
し
た
際

に
大
改
修
を
加
え
た
痕
跡
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
建
物
の
上
半
分
だ
け
が
古
く
、

下
半
分
に
新
し
い
材
を
継
ぎ
足
し
て
建

て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

つ
ま
り
西
福
寺
に
来
る
前
は
、
図
の

よ
う
に
も
っ
と
小
さ
な
単
層
の
お
堂
だ

っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
た
だ
、
一
乗

谷
を
示
す
手
掛
か
り
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

②
西
福
寺
へ
移
築
（
文
禄
ぶ
ん
ろ
く

〜
寛
永

か
ん
え
い

）

柱
を
継
ぎ
足
し
て
倍
の
高
さ
に
し
、

屋
根
も
二
層
に
す
る
な
ど
の
大
改
造
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
内

部
も
整
備
さ
れ
、
阿
弥
陀
像
を
安
置
し

た
台
で
あ
る
須
弥
壇

し
ゅ
み
だ
ん

の
裏
か
ら
、
１
６

２
７
年
（
寛
永
４
）
の
年
号
も
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

③
江
戸
時
代
中
頃
（
延
享

え
ん
き
ょ
う

〜
明
和
め
い
わ

）

移
築
か
ら
１
５
０
年
後
に
大
改
修

が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
杉
な
ど
の

薄
板
を
重
ね
合
わ
せ
た
こ
け
ら
葺
き

だ
っ
た
屋
根
が
瓦
葺
き
に
な
り
ま
し

た
。

④
江
戸
時
代
後
期
（
文
化
ぶ
ん
か

年
間
）

御
影
堂
の
建
設
に
伴
い
、
今
の
場

所
に
移
し
ま
し
た
が
、
建
物
の
下
層

部
分
に
分
解
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
の

で
、
建
っ
た
ま
ま
曳
屋
ひ
き
や

で
移
動
さ
せ

た
と
見
ら
れ
ま
す
。

内
部
の
壁
は
弁
柄
べ
ん
が
ら
（
赤
色
の
顔
料
）

塗
り
で
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
五

色
の
彩
色
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
成
果
を
基
に
、
ど

の
年
代
に
復
元
す
る
の
が
最
も
良
い

の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
い
、
保

存
整
備
の
姿
が
完
成
し
ま
し
た
。
次
に

本
格
的
な
大
修
理
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、

恐
ら
く
１
０
０
年
以
上
先
の
未
来
で
し

ょ
う
。

し
か
し
、
ま
だ
謎
は
す
べ
て
解
明
さ

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀

堂
の
調
査
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
謎
解
き
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
ず
っ
と
昔
の

文
化
や
風
情
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

文
化
財
特
集
　
第
６
回

資料：譛文化財建造物保存技術協会

＊斜線の部分に移築された　
お堂を活用しています。

移築前の姿
（①室町時代の終わり頃）

西福寺で再建されたときの姿（②文禄～寛永）

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を
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え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
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し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
福
寺
第
一
期
修
復
工
事
も
大
詰
め
。
間
も
な
く
阿
弥
陀
堂
が
完
成
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
を
め
ぐ
る
謎
と
、

そ
の
謎
に
せ
ま
る
解
体
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。

広報広聴課　 ２２ー８１１２

「第20回敦賀市綱引大会」が粟野スポーツ
センターで行われました。男子、男女混合、ジ
ュニアの部の3部門に計14
チームが参加。各試合１本勝
負のリーグ戦形式で勝敗を争
いました。試合前は談笑して
いた参加者も、綱をもつと表
情が一変。選手はもちろん、
監督、応援団が1つになって
懸命に綱を引き合いました。

1つのボールを一生懸命追い掛けます。

身近な遊びやゲームを競技化した「チャレン
ジ21」がこどもの国で行われました。今回実

施されたのは、豆つかみ、空き缶積
み、マルチトレーナー、紙ちぎりの
ばし、かさバランス、フラフープま
わしの6種目。参加した51人の子ど
もたちは、どの種目も自己ベストを
出そうと一生懸命“チャレンジ”し
ていました。

敦賀美方消防組合は本部庁舎前で、新
しく導入した指揮隊車と災害支援車を河
瀬市長に披露しました。指揮隊車は、パ
ソコン、携帯電話など、指揮活動のため
に必要な資材を装備。また災害支援車は、
災害現場での必要資材の他、厨房やトイ
レなど、最大16人までの隊員が3日間自
給自足できるための設備が整えられてい
ます。災害時の活躍が期待されます。

市立体育館で「第9回敦賀フットサルフェス
ティバル」が行われました。この日は「小学校
低・中学年の部」が行われ、市内の小学校から、
中学年の部に27チーム、低学年の部に15チー

ムが参加。保護者や友達
の大きな声援の中、子ど
も達は元気いっぱいボー
ルを追い掛けていまし
た。

激しいボールの奪い合い

監督の指示のもと、力を入れるタイミングをそろえます。 必死の引き合い

指揮隊車 災害支援車
【車内】 【車内】

パソコン
FAX
携帯電話
デジタル
ビデオカメラ
などを装備

放射線測定器
情報収集装置
厨房
カセット式

トイレ
などを装備

拡幅装置（2m近く広がります）

敦賀工業高校の生徒が敦賀駅前再開発を課題
研究として取り組み、その案を模型とともに市
職員の前で発表しました。発表を行ったのは同
校建築システム科の小堂

こど う

和樹
かず き

君と山田
やま だ

美侑喜
み ゆ き

さ
ん。2人は他の班員5人とともに、1年間かけ
て再開発案づくりに取り組んできました。
発表では、現状の問題点を指摘した上で、

「敦賀駅の高架式化」
「北前船横丁の設置」
「駅と港を結ぶ路面電
車」など6つの案を、
提案しました。

模型の前で説明する小堂君と山田さん 縮尺1／230の精巧な模型

敦賀駅

軽々とフラフープまわしをしています。かさバランスにチャレンジ！

五穀豊穣・無病息災を願う「初午祭り」が、山
区の稲荷神社で行われました。
早朝6時30分、神社脇のみそぎ場の清流で身を

清めた男衆8人（ゴクカキと呼ぶ）が、
人身御供
ひとみ ご く う

役の清水
しみ ず

彩名
あや な

ちゃん（6歳）
とともに正面の鳥居に集結。太鼓の
上に人身御供を乗せ、古来より伝わ
るという綿帽子を被せました。その
後、もち米と豆を蒸した「赤蒸し」
などのお供え物が入った櫃

ひつ

を人身御
供の頭上にかざしながら、ゆっくり
と本殿へ向かいました。

鳥居から本殿へと向かうゴクカキと人身御供太鼓の上で綿帽子を
被る清水彩名ちゃん
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▼
登
録
は
生
涯
１
回
、

予
防
注
射
は
毎
年
１

回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
き
ち
ん
と
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
捨
て
犬
は
絶
対
に
や
め
、
繁
殖
制

限
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
モ
ラ
ル
を
守
り
、
最
後
ま
で
責
任

を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
課
蕁
22
・
８
１
２
１

博
物
館
の
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
郷

土
ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
を
は
じ
め
、

春
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

と
　
き

３
月
８
日
貉
〜
４
月
９
日
豸

10
時
〜
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

３
月
13
日
・
22
日
・
27
日
・

４
月
３
日

と
こ
ろ

市
立
博
物
館

入
館
料

一
般
　
２
０
０
円

高
校
生
・
小
中
学
生
50
円

※
臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

３
月
20
日
豺
は
、
市
立
博
物
館
、

み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
を
臨
時

に
開
館
し
ま
す
。

問
合
せ

市
立
博
物
館蕁

25
・
７
０
３
３

歴
史
に
残
る

水
戸
烈
士
ゆ
か

り
の
地
で
、
梅
の
花
と
そ
の
香
り
に

触
れ
な
が
ら
各
流
派
に
よ
る
茶
会
を

催
し
ま
す
。

と
　
き

３
月
26
日
豸
12
時
〜
16
時

と
こ
ろ

松
原
公
民
館

料
　
金

一
席
２
５
０
円

▼
表
千
家
　
七
草
な
な
く
さ

会

▼
裏
千
家
　
雪
和
ゆ
き
わ

会
・
臥
牛
が
ぎ
ゅ
う

会

▼
煎
茶
道

せ
ん
ち
ゃ
ど
う

方
円
流

ほ
う
え
ん
り
ゅ
う

青
風
せ
い
ふ
う

会

問
合
せ

敦
賀
市
文
化
協
会

蕁
21
・
２
２
２
９

2006 広報つるが 4月号 122006 広報つるが 4月号

【
縦
覧
制
度
】

◎
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

納
税
者
が
、
自
分
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
を
市
内
の
他
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
、
自

分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適

正
で
あ
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人

お
よ
び
提
示
い
た
だ
く
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者

納
税
通
知
書
と
、
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

②
納
税
者
の
代
理
人

納
税
者
の
委
任
状
と
、
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

み
を
納
税
す
る
人
が
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
、
家
屋
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
み
を
納
税
す
る
人
が

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
期
間

４
月
３
日
豺
〜
５
月
１
日
豺

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所

市
役
所
課
税
課

【
閲
覧
制
度
】

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

４
月
３
日
豺
か
ら
通
年
で
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
資
産

▼
納
税
義
務
者

納
税
義
務
に
係
る
資
産

▼
借
地
借
家
人
等

権
利
目
的
の
土
地
、
家
屋

閲
覧
で
き
る
人

お
よ
び
提
示
い
た
だ
く
も
の

縦
覧
を
す
る
場
合
と
同
じ
で
す
。

※
借
地
借
家
人
等
は
賃
貸
借
契
約

書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

閲
覧
手
数
料

１
件
２
０
０
円

※
納
税
義
務
者
は
縦
覧
期
間
中
は

無
料
で
す
。

閲
覧
場
所

市
役
所
課
税
課

問
合
せ

課
税
課
蕁
22
・
８
１
０
８

多
く
の
方
が
住
所
等
を
移
動
す
る

３
月
・
４
月
に
、
窓
口
の
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実

施

日

▼
３３
月月
　　
24
日
貊
・
27
日
豺
・

31
日
貊

▼
４４
月月

３
日
豺
・
７
日
貊
・

10
日
豺
・
14
日
貊

延
長
時
間

17
時
15
分
〜
19
時

受
付
の
課

市
民
課
・
児
童
家
庭
課
・

長
寿
福
祉
課
・
福
祉
保
険
課
・
環
境

課
・
収
納
課
・
上
水
道
課
分
室
・
建

築
住
宅
課
・
学
校
教
育
課

問

合

せ

敦
賀
市
役
所

蕁
21
・
１
１
１
１
豎

※
詳
し
く
は
受
付
の
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

と
　
き

４
月
１
日
貍
10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

内

容

土
地
境
界
問
題
、
地
目
変

更
、
分
筆
登
記
、
建
物
の

新
築
・
取
壊
し
の
登
記
な
ど

問
合
せ

福
井
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

蕁
０
７
７
６
・
33
・
２
７
７
０

平成11年10月から上映を開始し、
6年6カ月の期間、多くの方に鑑賞い
ただき、誠にありがとうございました。

現在上映中の3D作品「がんばれ！
スリム」と2D作品「ファイアーズ・
オブ・クウェート」が最後の映画とな
ります。ぜひご来場ください。

問合せ　きらめきみなと館
蕁 20ー1100
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最
近
、
親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か

す
な
ん
て
な
い
な
ぁ
・
・
・
と
思
っ
て

い
る
親
子
の
皆
さ
ん
！
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
気
持
ち

よ
〜
く
体
を
伸
ば
し
た
り
、
親
子
で

楽
し
く
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

３
月
31
日
貊

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
研
修
室

対
　
象

小
学
生
以
上
の
親
子
20
組

参
加
料

１
組
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
３
月
24
日
貊
９
時
〜

29
日
貉
17
時

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

2006 広報つるが 4月号 142006 広報つるが 4月号

環
境
基
本
計
画
、
そ
の
他
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
調
査
・
審
議
す
る
た
め
、
環

境
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

５
人

任
　
　
期

２
年

対
　
　
象

環
境
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
審
議

会
に
出
席
で
き
る
方

応
募
方
法

環
境
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
８
０

０
字
程
度
・
様
式
自
由
）を
送
付

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

ま
た
は
直
接
持
参

※
レ
ポ
ー
ト
の
末
尾
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢（
生
年
月
日
）・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

４
月
12
日
貉

問
合
せ
・
応
募
先

〒
９
１
４
・
８
５
０
１

敦
賀
市
中
央
町
２
ー
１
ー
１

敦
賀
市
役
所
環
境
課

蕁
22
・
８
１
２
１

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
本
語
を
教
え
る
教
授
法

の
基
礎
や
指
導
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
を

効
率
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
国
語
が
得
意
で
な
い
方
も
大
丈
夫

で
す
。

と
　
き

５
月
〜
12
月
の
、
土
ま
た

は
日
曜
日
で
月
２
回
程
度
　

13
時
30
分
〜

と
こ
ろ

国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

（
敦
賀
市
神
楽
１
）

問
合
せ
・
申
込
先

国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

蕁
21
・
３
４
５
５

人
気
の
あ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
の
教
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
登
録
講
習
会
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き

▼
A
コ
ー
ス
４
月
８
日
〜
22
日
の

毎
週
土
曜
日
全
３
回

▼
B
コ
ー
ス
４
月
13
日
〜
27
日
の

毎
週
木
曜
日
全
３
回

※
原
則
１
コ
ー
ス
の
み
の
受
講
で
す
。

と
こ
ろ
・
内
容

対
　
象

18
歳
以
上
の
方
20
人

参
加
料

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
４
月
１
日
貍
９
時
〜

６
日
貅
17
時

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

「
運
動
は
苦

手
、
運
動
し
た

い
け
ど
き
っ
か

け
が
な
い
な
・
・
」
と
思
っ
て
い
る
男

性
の
方
必
見
！
今
の
自
分
の
体
を
み

つ
め
、
体
の
中
か
ら
健
康
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
50
歳
以
上
の
男
性

限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

と
　
き

４
月
６
日
貅

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
研
修
室

対
　
象

50
歳
以
上
の
男
性
20
人

参
加
料

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
３
月
30
日
貅
９
時
〜

４
月
４
日
貂
17
時

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

 

 




